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インフルエンザ予防接種の需要分析
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目的　インフルエンザ予防接種に関しては，Cost-Effectiveという観点からの分析が行われてき

た。しかし，多くの先進国では，強制的に接種を義務づけられておらず，個々人の自発的な

意思で接種を受けている。本稿では，人々の選択という経済学的な視点から予防接種を分析

する。

方法　独自に実施したアンケートを用いて2つのアプローチから分析を行う。まず一つ目のアプ

ローチは，実際の行動に関する分析であり，これは実際にこの2シーズン（'98/'99シーズ

ンと'99/'OOシーズン)での予防接種がいかなる要因によって決まるかを分析するものであ

る。二つ目のアプローチはConjoint Analysisである。これは，費用をはじめさまざまな仮

想的な状況における需要や選択を尋ねるものであり，本稿の文脈では価格，利便性，流行情

報からなる仮想的な状況における接種希望の有無を尋ねる。

成績　実際の行動の分析では以下のことが明らかになった。 '99/'00シーズンはその前のシーズ

ンよりも接種確率が0.8％ポイント増加している。他方，昨シーズンインフルエンザに罹患

した人はしていない人と比べて1.0～3.5％ポイント増加している。また，昨シーズン予防接

種を受けた人は，31～47％ポイント増加している。世帯所得は最も多くの標本を使った場合

でのみ有意で，10％世帯所得が高いと2.5％ポイント接種率が低くなることが示唆される。

その他の場合では有意でないので強い証拠とは言えないが，接種するためにかける時間的費

用（機会費用）によって，接種率が影響を受けていることが確認される。Conjoint Analysis

では，費用に関してはいずれも負で有意であり，現行の6,000円が仮に無料になった場合に

は43.5％ポイントの接種率向上になる。休日・夜間あるいは職場・学校での接種が可能にな

った場合にはそれぞれ11％，16％ポイントの接種拡大に寄与する。むしろ，大流行の情報が

流れた場合には33％ポイントの増加と非常に大きな影響力を持つ。予防接種経験と昨シーズ

ンのインフルエンザ罹患経験はいずれも正で有意で，それぞれ21％ポイント，8％ポイント

程度接種を増加させる。

結論　実際の行動の分析では，'99/'00シーズン，インフルエンザ罹患経験，予防接種経験が接

種に影響を与えていることが明らかにされた。また，Conjoint Analysisでは，休日・夜間あ

るいは職場・学校での接種が可能になった場合，大流行情報が流れた場合に予防接種率が増

加した。所得が有意に接種率を下げることから，機会費用が重要であることが示唆された。

また，予防接種経験による効果は大きいことが確認された。
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